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〈
解
題
〉

　
『
道
堅
法
師
自
歌
合
』
は
、
室
町
後
期
の
歌
人
・
岩
山
道
堅
が
自
詠
を
番
え
て
歌
合
の
形
に
仕
立
て
た
作
品
で
あ
り
、
判
詞
の
異
な
る
二

系
統
の
本
文
が
伝
存
す
る
。
各
系
統
の
本
文
は
、
す
で
に
『
群
書
類
従（

1
（

』（
巻
二
二
一
（・『
続
群
書
類
従（

（
（

』（
巻
四
一
九
（
に
そ
れ
ぞ
れ
収
載

さ
れ
て
い
る
が
、
本
作
品
の
研
究
に
あ
た
っ
て
は
改
め
て
使
用
本
文
を
定
め
る
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
。
諸
事
に
つ
い
て
は
、
別
稿（

（
（

に
お
い

て
検
討
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
両
系
統
そ
れ
ぞ
れ
の
底
本
と
対
校
本
に
つ
い
て
整
理
し
、
本
文
と
校
異
を
掲
載
す
る
。

　

は
じ
め
に
、『
群
書
類
従
』（
巻
二
二
一
（
所
載
の
系
統
（
以
下
、
Ａ
系
統
本
（
は
、「
凡
河
内
俊
恒
」
を
名
乗
る
判
者
が
判
詞
を
務
め
、

い
ず
れ
の
写
本
も
中
院
通
勝
に
よ
る
書
写
奥
書
を
有
す
る
。
京
都
大
学
中
院
文
庫
に
は
、
Ａ
系
統
本
の
中
院
通
勝
書
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
お

り
、
現
時
点
で
は
Ａ
系
統
本
の
最
善
本
と
認
め
て
よ
い
。
こ
の
通
勝
書
写
本
を
直
接
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
伝
本
に
、
三
条
西
実
条
写
・
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
Ｃ
．Ｖ
．ス
タ
ー
東
ア
ジ
ア
図
書
館
（
旧
三
井
文
庫
（
本
と
、
細
川
幽
斎
写
・
公
益
財
団
法
人
永
青
文
庫

所
蔵 

熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
本
が
伝
存
す
る
。
さ
ら
に
、
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
本
に
は
、
通
勝
・
幽
斎
の
奥
書
に
加
え
て
、
近

世
前
期
に
活
躍
し
た
大
名
・
田
村
宗
永
に
よ
る
書
写
奥
書
が
認
め
ら
れ
る
。
Ａ
系
統
本
は
幽
斎
の
書
写
を
経
て
、
近
世
期
に
流
布
し
た
歌
書

『
道
堅
法
師
自
歌
合
』
本
文
と
校
異
─
両
系
統
対
照
─藤

原

静

香
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と
し
て
位
置
づ
け
て
よ
い
。『
群
書
類
従
』（
巻
二
二
一
（
は
、
中
院
通
勝
の
書
写
奥
書
の
み
を
掲
出
し
、
一
見
す
る
と
中
院
文
庫
本
を
底
本

と
し
て
用
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
奥
に
「
右
道
堅
法
師
自
歌
合
以
百
花
庵
宗
固
本
校
合
」
と
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
校
合
が
行

わ
れ
た
後
の
本
文
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
中
院
文
庫
本
の
本
文
が
忠
実
に
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
高
く
、
改
め
て
中
院
文
庫
本

の
翻
刻
を
提
示
す
る
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
中
院
文
庫
本
は
虫
損
が
多
く
、
判
読
不
能
な
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。
虫
損
箇
所
に
つ

い
て
は
、
バ
ー
ク
レ
ー
本
・
永
青
文
庫
本
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

つ
ぎ
に
、『
続
群
書
類
従
』（
巻
四
一
九
（
所
載
の
系
統
（
以
下
、
Ｂ
系
統
本
（
は
、
判
者
名
を
記
さ
ず
巻
末
に
贈
答
歌
を
有
し
、
伝
存
す

る
写
本
は
学
習
院
大
学
本
・
新
潟
大
学
佐
野
文
庫
本
の
二
本
の
み
で
あ
る
。
佐
野
文
庫
本
は
、「
右
以
飛
鳥
井
雅
枝
卿
自
筆
之
本
写
之
畢
」

の
書
写
奥
書
を
有
し
て
お
り
、
飛
鳥
井
雅
枝
筆
本
を
親
本
と
し
て
い
る
点
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
、
学
習
院
本
は
前
記
の
書
写
奥

書
を
持
た
ず
、
且
つ
そ
の
筆
跡
は
雅
枝
筆
と
言
っ
て
良
い
と
こ
ろ
か
ら
、
佐
野
文
庫
本
の
親
本
で
あ
っ
た
可
能
性
を
認
め
て
よ
い
。
改
め
て

『
続
群
書
類
従
』（
巻
四
一
九
（
所
載
の
本
文
を
み
る
と
、「
右
以
飛
鳥
井
雅
枝
卿
自
筆
之
本
写
之
畢
」
の
書
写
奥
書
を
有
し
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
、
佐
野
文
庫
本
ま
た
は
そ
れ
以
降
の
写
本
を
掲
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、『
続
群
書
類
従
』（
巻
四
一
九
（
は
両
本
の
巻
末
に

記
さ
れ
る
贈
答
歌
を
掲
載
し
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
Ｂ
系
統
本
は
学
習
院
本
を
底
本
と
し
て
、
巻
末
の
贈
答
歌
ま
で
を
本
文
の
検
討
対
象
に

含
め
る
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
か
ら
、『
道
堅
法
師
自
歌
合
』
は
中
院
文
庫
本
・
学
習
院
本
を
そ
れ
ぞ
れ
底
本
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
か
つ
両
系
統
を
対
照
で

き
る
形
に
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、
本
作
品
に
関
す
る
研
究
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
Ａ
系
統
本
の
判
詞
に
つ
い
て
は
中
院
文
庫
本
を
底
本
と
し
、
中
院
文
庫
本
を
直
接
書
写
し
た
バ
ー
ク
レ
ー
本
・
永
青

文
庫
本
と
、
田
村
家
旧
蔵
本
で
あ
り
、
伊
達
文
庫
本
の
親
本
と
み
ら
れ
る
天
理
本
に
つ
い
て
校
異
を
示
し
た
。
な
お
、
永
青
文
庫
に
は
、
冊

子
本
（
以
下
、
永
青
文
庫
（
甲
（
本
（
と
巻
子
本
（
以
下
、
永
青
文
庫
（
乙
（
本
（
の
二
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
永
青
文
庫
（
甲
（
本
は
、
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本
文
の
検
討（

（
（

か
ら
通
勝
書
写
本
を
直
接
写
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
永
青
文
庫
（
乙
（
本
は
後
世
の
写
本
と
同
じ
本
文
を
有

す
る
。
さ
ら
に
、
筆
跡
に
つ
い
て
も
、
永
青
文
庫
（
甲
（
本
は
細
川
幽
斎
筆
と
認
め
ら
れ
る
が
、
永
青
文
庫
（
乙
（
本
は
幽
斎
筆
と
は
断
じ

が
た
い
。
永
青
文
庫
（
乙
（
本
は
後
世
の
写
し
と
推
察
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
稿
で
は
永
青
文
庫
（
甲
（
本
を
以
て
校
異
を
と
る
こ
と
と

す
る
。

　

Ｂ
系
統
本
の
判
詞
に
つ
い
て
は
、
学
習
院
本
を
底
本
と
し
て
佐
野
文
庫
本
の
校
異
を
示
す
。
な
お
、
和
歌
に
つ
い
て
は
中
院
文
庫
本
を
底

本
と
し
、
学
習
院
本
も
含
め
た
異
同
を
掲
載
す
る
。
諸
本
の
簡
略
な
書
誌
情
報
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　［
一
］
所
蔵
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
名
、［
二
］
整
理
番
号
、［
三
］
外
題
・
内
題
、［
四
］
書
写
者
、［
五
］
形
式
、［
六
］ID

／D
O

I

な
ど
、［
七
］

蔵
書
印
（
現
蔵
印
以
外
を
記
す
（、［
八
］
そ
の
他
、［
九
］
書
写
奥
書
（
同
文
箇
所
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お
り
に
記
号
で
示
し
た
（

　
中
： 

右
一
冊
道
堅
法
師
自
歌
合
也
。
件
本
親
王
御
方
申
出
書
写
畢
。
彼
書
後
柏
原
院
御
勅
筆
也
。
未
遂
一
校
者
也
。
于
時
永
禄
十
二
暦
夏

六
月
上
八
日　

正
五
位
下
行
左
近
衛
権
少
将
源
通
勝

　
幽
：
以
右
之
奥
書
之
本
書
写
校
合
之
。
幽
斎
叟
玄
旨
花
押

・
中
院
文
庫
本

　

 ［
一
］
京
都
大
学
附
属
図
書
館
・
中
院
文
庫
［
二
］
中
院/V

I/11（ ［
三
］
外
題
「
歌
合 

道
堅
法
師
自
歌 

判
詞
逍
遥
院
」（
題
簽
・
左
肩
・

後
（・
内
題
「
歌
合　

道
堅
法
師
歌
也
」［
四
］
中
院
通
勝
写 

［
五
］
冊
子
本
・
一
面
一
三
行
・
和
歌
一
行
書
［
六
］
レ
コ
ー
ドID

：

RB000071（1

（
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（［
八
］
虫
損
多 ［
九
］
中

・
バ
ー
ク
レ
ー
本

　

 ［
一
］
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
Ｃ
．Ｖ
．ス
タ
ー
東
ア
ジ
ア
図
書
館
（
旧
三
井
文
庫
（・
三
条
西
家
旧
蔵
本
［
二
］ 

二
三
二
三
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［
三
］
外
題
「
詠
草
文
禄
至
天
保
」（
直
（・
内
題
「
歌
合　

道
堅
法
師
歌
也
」 ［
四
］
三
条
西
実
条 

［
五
］
横
本
仮
綴
・
一
面
二
〇
行
・
和

歌
二
行
書 ［
六
］DO

I

：10.（07（0/1001（1（88

（
国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（［
八
］ 

奥
に
実
条
の
花
押
を
記
す
。［
九
］

中
・
此
一
冊
丹
後
於
也
足
軒
書
写
候
也
。
于
時
文
禄
二
九
月
廿
六
（
花
押
（

・
永
青
文
庫
（
甲
（
本

　

 ［
一
］ 

公
益
財
団
法
人
永
青
文
庫
所
蔵
・
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
［
二
］
目
録
番
号107.（65.11 

［
三
］
外
題
『
廿
五
番
歌
合
道
堅
自

歌
』・
内
題
「
歌
合　

道
堅
法
師
歌
也
」［
四
］
細
川
幽
斎
［
五
］
冊
子
本
・
一
面
一
〇
行
・
和
歌
二
行
書 

［
六
］D

O
I

：

10.（07（0/100097111

（
国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（［
八
］
幽
斎
の
花
押
を
記
す
。
一
七
丁
目
袋
綴
の
内
側
に
、
本

文
同
筆
「
墨
付
拾
七
枚
」
の
付
箋
あ
り
。［
九
］
中
・
幽

・
天
理
本

　

 ［
一
］
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
［
二
］
九
一
一
・
二
九
─
イ
二
七
［
三
］ 

外
題
「
五
十
首
自
歌
合　

道
堅
法
師
判
逍
遥
院
」（
題
簽
・

左
肩
（・
内
題
「
歌
合　

道
堅
法
師
歌
也
」［
五
］
枡
形
本
・
一
面
八
行
・
和
歌
二
行
書
［
七
］「
芸
叢
之
印
」「
豊
蔀
家
庫
」［
八
］
帙
題

簽
『
道
堅
法
師
自
歌
合　

逍
遥
院
判
元
禄
頃
写　

田
村
家
旧
蔵
』・『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
』
第
二
十
六
号
に
掲
載
の
、
一
一
三
『
道
堅
法

師
自
歌
合
』
田
村
家
旧
蔵
・
枡
形
本
と
書
誌
的
特
徴
が
合
致
。［
九
］
中
・
幽

・
学
習
院
大
学
本

　

 ［
一
］
学
習
院
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
研
究
室
［
二
］
請
求
番
号
：
一
般
九
一
一
─
二
五
九
五
〇
〇
三
［
三
］
外
題
ナ
シ
・
内
題
「
歌

合
」［
五
］
巻
子
本
（
元
冊
子
本
（・
和
歌
二
行
書
［
六
］D

O
I

：10.（07（0/1000898（（ 

［
七
］ 「
月
明
荘
」［
八
］
箱
書
「
岩
山
道
堅
自

歌
合　

明
応
永
正
頃
写
」［
八
］
奥
に
贈
答
歌
三
首
。
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・
佐
野
文
庫
本

　

 ［
一
］
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
・
佐
野
文
庫
［
二
］
三
六
─
三
二
六 

［
三
］
外
題
「
道
堅
法
師
自
歌
合
」（
題
簽
・
左
肩
（・
内
題
「
歌
合
」

［
四
］
冊
子
本
・
一
面
一
五
行
・
和
歌
一
行
書
［
六
］ 

］D
O

I

：10.（07（0/100（07789 ［
七
］
新
潟
大
学
図
書
館
［
八
］
奥
に
贈
答
歌
三
首
。

［
九
］
右
以
飛
鳥
井
雅
枝
卿
自
筆
之
本
写
之
畢

　
附
記

　

本
稿
は
、
和
歌
文
学
会
第
一
四
一
回
関
西
例
会
（
二
〇
二
三
年
四
月
二
十
二
日
・
於
京
都
女
子
大
学
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
（
に
お
け
る

口
頭
発
表
「『
道
堅
法
師
自
歌
合
』
考
─
室
町
期
自
歌
合
の
一
例
と
し
て
─
」
に
基
づ
く
。
当
日
ご
教
示
賜
っ
た
先
生
方
、
な
ら
び
に
貴
重

な
原
資
料
の
閲
覧
・
掲
載
を
ご
快
諾
い
た
だ
い
た
公
益
財
団
法
人
永
青
文
庫
（
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
（・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
・

学
習
院
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
研
究
室
に
は
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

　

注（
1
（　

塙
保
己
一 

編
『
群
書
類
従
』
第
十
三
輯
和
歌
部
・
改
訂
三
版
（
続
群
書
類
従
完
成
会
本
、
一
九
九
三
年
十
月
（

（
（
（　

塙
保
己
一 

編
・
太
田
藤
四
郎 

補
『
続
群
書
類
従
』
第
十
五
輯
下
和
歌
部
・
改
訂
三
版
（
続
群
書
類
従
完
成
会
本
、
一
九
八
九
年
一
月
（

（
（
（　

拙
稿
「『
道
堅
法
師
自
歌
合
』
諸
本
考
」（『
女
子
大
國
文
』
一
七
四
号
、
三
二
～
五
五
頁
、
京
都
女
子
大
学
国
文
学
会
、
二
〇
二
四
年
一
月
（

（
（
（　

注
（
参
照

　



76

凡
例

・
濁
点
、
句
読
点
、
並
列
点
は
私
に
付
し
た
。

・
旧
字
体
、
異
体
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

・
和
歌
に
は
私
に
番
号
を
付
し
た
。

・
ミ
セ
ケ
チ
は
網
掛
け
で
示
し
た
。

・
改
行
箇
所
に
は
「
／
」
を
挿
入
し
た
。

・
漢
字
・
仮
名
の
別
、
仮
名
遣
い
の
別
、
送
り
仮
名
の
有
無
は
、
異
同
と
し
て
掲
出
し
な
い
。

・
虫
損
箇
所
は
他
本
に
よ
っ
て
補
い
、
詳
細
を
〔
補
注
〕　

に
示
し
た
。

・ 

本
書
の
題
は
『
仙
洞
句
題
五
十
首
』
題
を
借
用
す
る
。
題
に
つ
い
て
『
仙
洞
句
題
五
十
首
』
と
異
同
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
〔
補
注
〕　

に
示
し
た
。

・
そ
の
他
、
私
の
注
記
は
（　

（
で
示
し
た
。

・
底
本
と
、〔
校
異
〕〔
補
注
〕　

に
示
す
諸
本
の
略
称
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
和
歌
〕

　
［
底
本
］
中
院
文
庫
本

　
［
対
校
本
］
バ
（
バ
ー
ク
レ
ー
本
（、
永
甲
（
永
青
文
庫
（
甲
（
本
（、
天
（
天
理
本
（、
学
（
学
習
院
本
（、
佐
（
佐
野
文
庫
本
（

〔
Ａ
系
統 

判
詞
〕

　
［
底
本
］
京
都
大
学
中
院
文
庫
本

　
［
対
校
本
］
バ
（
バ
ー
ク
レ
ー
本
（、
永
甲
（
永
青
文
庫
（
甲
（
本
（、
天
（
天
理
本
（
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〔
Ｂ
系
統 

判
詞
〕

　
［
本
文
］
学
習
院
大
学
本

　
［
対
校
本
］
佐
（
佐
野
文
庫
本
（

　〈
本
文
と
校
異
〉

一
番

〔
和
歌
〕

　
　
　
　

左　

初
春
待
花

1　

雪
の
中
に
思
ひ
し
よ
り
も
春
の
色
を
待
え
て
を
そ
き
山
ざ
く
ら
か
な　

　
　
　
　

右　

山
路
尋
花

（　

山
風
の
春
さ
む
げ
な
り
け
ふ
は
先
都
の
花
に
帰
り
て
や
見
ん

〔
Ａ
系
統 

判
詞
〕

　

 

左
歌
、
旧
年
よ
り
花
を
思
へ
る
心
ふ
か
き
う
へ
に
、
世
中
の
な
ら
ひ
ま
た
／
る
ゝ
事
の
わ
り
な
さ（

1
（

は
、
期
に
の
ぞ
み
て
の
心
い
ら
れ
も
さ

る
事
に
／
侍
る
を
、
よ
く
い
ひ
か
な
へ
ら
れ
て
を
か
し
く
聞
え
侍
り
。
右
歌
、
都
の
／
花
に
帰
り
て
や
み
ん
、
尤
其
興
侍
る
を
、
第
二
句

や
あ
ま
り
に
／
や
す
ら
か
に
い
ひ
く
だ
さ
ん
と
て
、
す
こ
し
平
懐
の
や
う
に
／
も
（
ａ
（

き
こ
え
侍
ら
ん
。
左
猶
ま
さ

（
ｂ
（

る
と
定
申
侍
べ
し
。

〔
Ｂ
系
統 

序
文
〕 

　

 

夫
自
詠
和
歌
相
分
左
右
乞
求
判
者
詞
之
由
来
、
円
位
／
上
人
勒
三
十
六
番
於
両
巻
長
秋
雄
才
中
興
龍
作
判
之
。
／
其
縦
跡
綿
々
于
今
不
絶

者
乎
。
爰
方
外
公
投
贈
此
一
／
冊
而
請
勝
負
之
評
論
。
余
匪
重
代
之
家
、
又
非
当
時
之
／
器
。
依
何
事
応
其
命
哉
。
唯
以
多
年
芳
契
之
好
、
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難
拒
／
一
日
競
望
之
情
。
聊
志
之
所
之
憖
記
翰
墨
供
一
咲
耳
。

〔
Ｂ
系
統 
判
詞
〕

　

 

左
、
対
蝋
底
之
雪
、
僅
雖
思
花
信
之
風
声
、
逢
／
春
来
之
情
、
忽
感
木
徳
之
陽
気
。
意
云
詞
云
、
／
尽
善
尽
美
。
／
右
、
察
山
陰
之
余
寒
、

猶
帰
洛
陽
之
／
好
景
。
念
慮
誇
不
浅
、
風
体
有
所
思
。
暫
雖
傍
右
抛
之
、
／
盍
虚
左
待
之
乎
。

〔
校
異
〕　
（
1
（
さ
─
きさ
イ

（
天
（

〔
補
注
〕　

底
本
の
虫
損
箇
所
は
下
記
に
よ
り
校
訂
し
た
。（
ａ
（
も
─
バ
・
永
甲
・
天
、（
ｂ
（
さ
る
と
─
バ
・
永
甲
・
天

　
二
番

〔
和
歌
〕

　
　
　
　

左　

山
花
（
ａ
（

未
遍

（　

ふ
か
ゝ
（
ｂ
（

ら
ぬ
春
に
先
だ
つ
花
も
あ

（
ｃ
（

れ
ど
猶
面
か
げ
は
峯
の
白
雲

　
　
　
　

右　

朝
見
花

（　

梢
よ
り
色（

1
（

づ
く
露
の
袖
か
け
て
花
に
す
ゞ
し
き
庭
の
朝
風

〔
Ａ
系
統 

判
詞
〕

　

庭
の
朝
風
よ
り
も
峯
の
白
雲
は
、
面
か
げ
遥
に
立
ま
さ
り
て
や
侍
ら
ん
。

〔
Ｂ
系
統 

判
詞
〕

　

 

左
歌
、
ふ
か
ゝ
ら
ぬ
春
と
い
へ
る
こ
そ
、
こ
と
は
り
に
も
そ
む
か
ず
／
聞
に
く
ゝ
も
侍
ら
ね
ど
、
春
浅
き
春
ふ
か
き
な
ど
い
へ
る
や
う
に

は
／
き
こ
え
ね
。
／
右
歌
、
上
下
五
句
と
も
に
花
と
い
ふ
字
の
外
に
は
春
の
歌
と
も
み
え
ず
。
／
卯
月
の
は
じ
め
比
の
わ
か
か
え
で
の
緑
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あ
る
は
、
九
月
ば
か
り
の
初
紅
葉
／
な
ど
の
景
気
ぞ
侍
る
。
花
に
す
ゞ
し
き
も
、
極
暑
に
霜
氷
を
い
ひ
い
で
／
侍
る
も
、
和
漢
述
作
の
一

体
に
て
は
侍
れ
ど
、
此
歌
に
と
り
て
風
情
／
過
た
る
や
う
に
ぞ
侍
る
。
左
、
猶
お
も
影
は
峰
の
し
ら
雲
、
な
び
や
か
に
／
た
け
も
あ
り
て

よ
ろ
し
く
き
こ
ゆ
れ
ば
、
こ
れ
も
左
の
勝
に
て
侍
な
む
。

〔
校
異
〕　
（
1
（
色
づ
く
─
う
つ
ろ
ふ
（
学
（

〔
補
注
〕 　

底
本
の
虫
損
箇
所
は
下
記
に
よ
り
校
訂
し
た
。（
ａ
（
花
─
バ
・
永
甲
・
天
、（
ｂ
（
ゝ
ら
─
バ
・
永
甲
・
天
、（
ｃ
（
あ
れ
ど
猶

─
バ
・
永
甲
・
天

　
三
番

〔
和
歌
〕

　
　
　
　

左　

遠
村
花

5　

い
ひ
知
ぬ
片
山
本
の
家
桜
う
へ
て
も
誰
か
花
は
見
つ
ら
ん

　
　
　
　

右　

故
郷
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6　

さ
く
花
の
け
ふ
の
主あ
る
じ

に
身
を
な
し
て
思
も
か
な
し
故
郷
の
春

〔
Ａ
系
統 

判
詞
〕

　

 

左
、
か
た
山
本
の
家
桜
、
誠
に
心
有
さ
ま
に
み
え
侍
る
を
、
右
の
歌
、
け
ふ
の
あ
る
じ
に

（
ａ
（

／
身
を
な
し
て
思
も
か
な
し
と
い
へ
る
故
郷
の

春
の
あ
は
れ
は
、
猶
心
も
ふ
か
く
／
詞
も
艶
に
聞
え
て
感
涙
禁
じ
が
た
く
こ
そ
侍
れ
。

〔
Ｂ
系
統 

判
詞
〕

　

 

花
の
中
に
は
桜
、
々
の
な
か
に
は
山
ざ
く
ら
・
を
そ
桜
・
や
へ
／
桜
・
か
は
桜
な（

1
（

ど
と
り
〴
〵
に
捨
が
た
く
侍
れ
ど
、
家
ざ
く
ら
は
／
い
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と
優
に
し
も
侍
ら
ず
。
右
、
け
ふ
の
あ
る
じ
に
身
を
な
し
て
／
お
も
ふ
も
か
な
し
な
ど
い
へ
る
ふ
る
さ
と
の
春
の
永
日
に
、
こ
ゝ
／
に
し

も
さ
き
け
む
花
の
契
ま
で
も
く
ち
を
し
く
、
閑
寂
の
／
な
が
め
を
よ
く
い
ひ
な
さ
れ
て
侍
れ
ば
、
か
た
山
も
と
の
家
、
／
花
の
ふ
る
里
に

立
な
ら
び
が
た
く
や
。

〔
校
異
〕　
（
1
（
な
ど
─
（
ナ
シ
：
佐
（

〔
補
注
〕　

底
本
の
虫
損
箇
所
は
下
記
に
よ
り
校
訂
し
た
（
ａ
（
に
─
バ
・
永
甲
・
天

　
四
番

〔
和
歌
〕

　
　
　
　

左　

田
家
花

7　

庵
さ
す
苗
代
垣
に
お
り
そ
へ
て
い
ふ
か
ひ
も
な
き
花
の
え（

1
（

だ
哉

　
　
　
　

右　

古
寺
花

8　

世
の
う
さ
も
又
や
逢
見
ん
初
瀬
山
祈
り
し
道
は
花
ぞ
ふ
り
し
く

〔
Ａ
系
統 

判
詞
〕

　

 

左
、
苗
代
が
き
の
花
の
枝
は
逸
興
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
す
こ
し
俗
に
近
／
て
い
ふ
か
ひ
なな
く
やき

侍
ら
ん
。
右
の
初
瀬
山
は
、
心
も
詞
も
た
か

く
し
て
田
／
夫
の
花
の
陰
の
姿
を
よ
び
が
た
き
に
や
。

〔
Ｂ
系
統 

判
詞
〕

　

 

田
家
花
は
所
し
も
あ
た
ら
色
香
を
と
、
此
題
に
て
は
い
か
ゞ
思
め
ぐ
ら
す
／
べ
か
ら
ん
な
ど
お
も
は
る
ゝ
に
、
な
は
し
ろ
が
き
に
お
り
そ

へ
て
い
ふ
か
ひ
も
な
き
と
／
い
へ
る
、
こ
と
に
い
ふ
か
ひ
あ
り
て
、
農
家
の
心
な
き
な
は
し
ろ
垣
も
か
く
い
ひ
た
て
／
ら
れ
ぬ
れ
ば
、
風
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流
に
も
侍
か
な
。
／
古
寺
花
は
、
か
の
二
本
あ
る
杉
と
い
へ
る
旋
頭
歌
を
と
り
て
、
又
や
／
あ
ひ
み
む
初
瀬
山
と
い
へ
る
、
た
く
み
に
侍

る
う
へ
、
世
の
う
さ
も
又
や
あ
ひ
／
み
む
と
い
ひ
、
い
の
り
し
道
は
花
ぞ
ふ
り
し
く
と
侍
る
、
さ
だ
め
て
お
も
ふ
所
／
あ
り
て
沈
吟
も
侍

け
む
。
世
俗
の
口
す
さ
み
に
て
だ
に
、
か
ゝ
る
述
懐
は
／
あ
は
れ
な
る
べ
き
に
、
捨
身
の
む
ね
よ
り
な
が
め
出
け
ん
花
の
色
は
あ
さ
か
る

べ
か
ら
す
。
初
瀬
／
寺
の
恵
日
も
此
花
に
や
春
の
光
も
く
は
へ
た
ま
ふ
ら
ん
と
み
え
侍
れ
ば
、
返
々
右
の
勝
／
と
ぞ
申
べ
き
。

〔
校
異
〕　
（
1
（
え
だ
─
しえ
イ

た
（
天
（

　
五
番

〔
和
歌
〕

　
　
　
　

左　

花
似
雪

9　

梢
に
て
う
つ
ろ
ふ
ま
で
は
み
し
花
の
色
に
跡
な
き
庭
の
し
ら
雪

　
　
　
　

右　

河
辺
花

10　

暮
ゆ
（
ａ
（

け
ば
た
ゞ
春
風
の
音
羽
川
音
に
聞
ゝ
て
も

（
ｂ
（

花
ぞ
悲
し
き　

〔
Ａ
系
統 

判
詞
〕

　

 

花
（
ｃ
（

の
雪
は
を
の
づ
か
ら
見
馴
た
る
跡
も
侍
り
ぬ
べ

（
ｄ
（

し
。
此
春
風
の
音
こ
そ
／
ま
こ
と
に

（
ｅ
（

身
に
し
み
て
き
こ
え
侍
る
に
、
末
の
句
、
水
わ
け

山
を
み
れ
ば
／
か
な
し
も（

1
（

と
い
へ
る
古
風
さ
へ
か
よ
ひ
来
れ
る
心
ち
し
て
、か
な
し
き
の
詞
も
此
歌
／
な
ど
に
ぞ
殊
に
お
か
し
く
侍
り
け
る
。

〔
Ｂ
系
統 

判
詞
〕

　

 

音
羽
河
の
春
の
夕
か
ぜ
き
ゝ
す
て
が
た
く
は
／
き
こ
ゆ
れ
ど
、
色
に
あ
と
な
き
庭
の
し
ら
／
雪
は
す
が
た
も
こ
と
葉
も
な
を
立
ま
さ
り
て
、

／
左
の
勝
と
ぞ
さ
だ
め
侍
る
。



8（

〔
校
異
〕　
（
1
（
も
─
ナ
シ
（
天
（

〔
補
注
〕 　

底
本
の
虫
損
箇
所
は
下
記
に
よ
り
校
訂
し
た
。（
ａ
（
ゆ
け
ば
た
ゝ
─
バ
・
永
甲
・
天
、（
ｂ
（
も
─
バ
・
永
甲
・
天
、（
ｃ
（
花

の
雪
─
バ
・
永
甲
・
天
、（
ｄ
（
べ
し
─
バ
・
永
甲
・
天
、（
ｅ
（
に
─
バ
・
永
甲
・
天

　
　六

番

　
　
　
　

左　

深
山
花

11　

馴
ぬ
れ
ば
深
山
の
花
も
思
ふ
ら
ん
あ
は
れ
う
き
世
の
春
や
い
か
に
と

　
　
　
　

右　

暮
山
花

1（　

え
も
い
は
ず
さ
す
が
に
花
の
宿
な
く
は
帰
ら
ん
と
せ
し
を
山
の
端
の
月

〔
Ａ
系
統 

判
詞
〕

　

 

左
歌
、
心
有
さ
ま
に
み
え
侍
り
。
右
歌
、
誠
に
え
も
い
は
ず
お
も
し
ろ
き
風
／
情
に
侍
る
を
、
此
初
五
文
字
こ
そ
真
実
言
語
道
断
の
位
に

言
語
道
断
／
と
も
述
出
す
べ
き
所
な
く
や
侍
ら
ん
。
彼
花
に
く
ら
せ
る
木
の
間
よ
り
／
待
と
し
も
な
き
山
の
端
の
月
も
、
え
も
い
は
ぬ
心

は
、
此
暮
山
の
花
、
お
／
な
じ
な
が
め
に
侍
る
べ
き
に
や
。
猶
此
歌
に
と
り
て
は
、
え
も
い
は
ぬ
と
い
は
ず
と
／
も
に
や
侍
ら
ん
。
是
ら

は
あ
ま
り
の
事
に
侍
る
う
へ
、
証
議
の
心
あ（

1
（

さ
き
ゝ
／
は
も
み
え
ぬ
べ
く
、
斟
酌
あ
る
申
詞
に
侍
れ
ど
も
、
か
ゝ
る
吹
毛
の
難
を
申
／
侍

ら
で
は
、
何
ば
か
り
の
事
を
か
と
て
短
慮
の
初
一
念
を
し
る
し
出
し
侍
る
也
。
／
作
者
さ
も
あ
る
事
と
領
解
有
べ
き
や
ら
ん
。
お
ぼ
つ
か

な
く
こ
そ
侍
れ
。
／
し
か
ら
ば
此
番
、
な
ず
ら
へ
て
持
に
定
め
申
べ
し
。

〔
Ｂ
系
統 

判
詞
〕

　

 

左
右
の
下
句
、
あ
は
れ
う
き
世
の
春
や
い
か
に
と
い
ひ
、
／
か
へ
ら
ん
と
せ
し
を
山
の
端
の
月
と
侍
る
、
と
り
〴
〵
に
／
い
ひ
し
り
て
や
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さ
し
く
き
こ
ゆ
。
上
の
句
も
両
首
と
も
／
に
し
ゐ
て
勝
劣（

（
（

な
く
や
。
可
為
持
。

〔
校
異
〕　
（
1
（
あ
さ
き
ゝ
は
も
─
あ
さ
き
に
も
（
天
（、（
（
（
劣
─
ま劣け
（
佐
（

　
七
番

〔
和
歌
〕

　
　
　
　

左　

古
渓
花

1（　

花
ゆ
へ
や
風
の
つ
ら
さ
も
う
き
世
と
て
又
住
み
す
て
ん
谷
の
下
庵

　
　
　
　

右　

関
路
花

1（　

春
よ
た
ゞ
霞
の
関
の
朝
ぼ
ら
け
花
に
と
ゞ
め
し
こ
ゝ
ろ
の
み
か
は

〔
Ａ
系
統 

判
詞
〕

　

 

左
右
春（（
ａ
（

1
（

に
艶
に
侍
る
とに

と
り
て
、
左
は
風
の
つ
ら
さ
も
花
の
為
な
る
う
き
世
／
と

（
ｂ
（

て
谷
の
い
ほ
り
を
住
か
へ
ん
事
を
思
へ
り
。
右
は
霞
の

関
の
春
の
け
／
色
（
ｃ
（

は
花
の
色
な
ら
で
も
心
と
ゞ
ま
れ
る
由
を
い
へ
り
。
し
か
ら
ば
、
花
を
お
も
ふ
／
心
ざ
し
の
ふ
か
さ
あ
さ
ゝ
に
と
り
て
、

左
を
ま
さ
る
と
申
べ
し
。

〔
Ｂ
系
統 

判
詞
〕

　

 

左
、
対
春
風
恨
落
英
之
、
余
去
渓
扉
之
幽
居
。
／
右
、
愛
朝
霞
比
艶
花
之
、
次
添
関
路
之
美
景
。
／
綺
語
雖
区
分
、
玉
唾
堕
同
科
。
勝
劣

不
分
明
、
猶
可
為
持
乎
。

〔
校
異
〕　
（
1
（
春
─
共
（
天
・
永
甲
（

〔
補
注
〕 　

底
本
の
虫
損
箇
所
は
下
記
に
よ
り
校
訂
し
た
。（
ａ
（
春
─
バ
、（
ｂ
（
と
て
谷
─
バ
・
永
甲
・
天
、（
ｃ
（
色
は
花
─
バ
・
永
甲
・
天



8（

八
番

〔
和
歌
〕

　
　
　
　

左　

羈
中
花

15　

春
風
の
朝
立
峯
に
思
ひ
おを

き
し（

1
（

花
の
行
ゑ
も
い
か
ゞ
な（

（
（

る
ら
む

　
　
　
　

右　

湖
上
花

16　

朝
霞
さ
ゞ
波
ち
り
て
行
水
の
海
ふ
く
風
も（

（
（

花
の
香
ぞ
す
る

〔
Ａ
系
統 

判
詞
〕

　

 

朝
立
峯
に
思
ひ
置
け
ん
、
羈
中
の
花
の
遠
情
あ
さ
か
ら
ず
は
侍
れ
／
ど
も
、
右
歌
朝
霞
さ
ゞ
浪
ち
り
て
と
を
け
る
よ
り
、
海
吹
風
も
花
の

香
／
ぞ
す
る
と
い
へ
る
終
の
句
ま
で
と
ゞ
こ
ほ
る
所
な
く
て
、
白
玉
の
盤
に
／
径
寸
の
珠
の
落
ら
ん
も
、
か
ば
か
り
あ
ざ
や
か
に
い
さ
ぎ

よ
く
は
侍
ら
／
じ
か
し
。
是
ぞ
寛
平
以
往
の
秀
歌
に
も
な
ど
か
た
ち
な
ら
び
侍
ら
／
ざ
ら
ん
と
、
返
々
感
情
に
堪
ず
侍
り
。

〔
Ｂ
系
統 

判
詞
〕

　

 

左
歌
、
春
風
の
あ
さ
た
つ
嶺
に
思
を
き
し
と
い
へ
る
上
句
、
／
た
け
あ
り
て
心
又
こ
ま
や
か
な
る
に
、
い
か
ゞ
成
け
む
と
、
第
五
の
／
句

に
い
ひ
は
て
た
る
、
猶
お
も
ひ
た
く
や
。
／
右
歌
、
海
ふ
く
風
も
花
の
香
ぞ
す
る
と
い
へ
る
下
の
句
は
、
／
詞
よ
く
つ
ゞ
き
て
難
な
く
き

こ
ゆ
。
は
じ
め
の
五
も
じ
よ
り
第
四
／
の
句
ま
で
は
い
ひ
つ
ゞ
け
た
る
に
、
毎
句
つ
ゞ
き
た
る
心
ち
も
せ
ず
／
き
こ
ゆ
る
は
い
か
ゞ
侍
る

べ
き
。
左
右
と
も
に
お
も
ふ
所
侍
り
。
こ
れ
も
／
持
に
て
侍
ら
む
。

〔
校
異
〕　
（
1
（
し
─
て
（
天
（、（
（
（
な
る
ら
む
─
な
り
け
む
（
学
（、（
（
（
も
─
もの
イ

（
天
（
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九
番 

〔
和
歌
〕

　
　
　
　

左　

橋
下
花 

17　

忘
ず
や
花
に
露
ち
る
夕
暮
も（

1
（

も
み
ぢ
の
橋
の
秋
の
む
ら
雨

　
　
　
　

右　

花
下
送
日 

18　

吉
野
よ
り
外
に
やは

出
ず
日
数
へ
て
お
な
じ
陰
な
る
花
は
み
ね
ど
も 

〔
Ａ
系
統 

判
詞
〕

　

 

左
、
唯
有
別
時
今
不
忘
暮
煙
秋
雨
過
楓
橋
と
や
ら
ん
侍
る
、
／
杜
牧
の
詩
の
心
を
思
へ
る
に
や
。
歌
が
ら
よ
げ
に
み
りえ

侍
り
。
右
、
吉
野

／
の
一
境
千
樹
の
遅
速
に
来
往
し
て
、
他
山
の
春
を
た
づ
ぬ
る
に
／
を
よ
ば
ざ
る
趣（

（
（

非
無
其
興
歟
。
所
謂
も
ろ
こ
し
の
楓
橋
・
日
の
／
本

の
吉
野
、
い
づ
れ
を
ゝ
と
り
い
づ
れ
ま
さ
る
と
も
わ
き
ま
へ
が
た
き
に
こ
そ
。

〔
Ｂ
系
統 

判
詞
〕

　

 

此
紅
葉
の
橋
、
和
歌
に
は
も
み
ぢ
を
橋
に
わ
た
せ
ば
や
と
よ
め
る
を
／
は
じ
め
に
て
、
星
夕
の
銀
河
に
よ
み
な
ら
は
し
侍
る
に
、
こ
れ
は

か
の
楓
橋
と
／
か
や
を
よ
ま
れ
侍
る
に
や
。
暮
煙
秋
雨
の
感
興
、
さ
だ
め
て
紅
葉
の
／
う
へ
に
て
ぞ
侍
る
ら
ん
。
張
継
が
夜
泊
の
詩
も
暁

天
霜
月
の
比
な
れ
ば
、
／
楓
葉
の
さ
た
も
侍
ら
ず
。
凡
よ
み
な
ら
は
し
た
る
此
国
の
名
所
だ
に
、
よ
く
／
取
い
だ
せ
る
は
か
た
き
事
に
こ

そ
侍
る
に
、
み
ぬ
も
ろ
こ
し
の
秋
の
色
を
春
の
花
／
に
染
か
け
た
る
は
、
ま
こ
と
に
た
な
ば
た
の
手
も
龍
田
姫
の
心
も
を
よ
び
が
た
く
や
。

右
、
吉
野
／
よ
り
外
に
は
い
で
ず
と
い
ひ
、
お
な
じ
か
げ
な
る
花
は
み
ね
ど
も
と
い
へ
る
心
も
浅
か
ら
ず
。
詞
も
い
ひ
／
し
り
て
き
こ
ゆ

る
に
や
。
数
反
吟
嘯
し
侍
る
に
、
と
り
〴
〵
の
光
輝
わ
き
が
た
く
こ
そ
。
／
か
ら
国
の
も
み
ぢ
の
橋
・
も
ろ
こ
し
の
よ
し
の
ゝ
花
、
と
に

か
く
に
お
な
じ
程
の
色
香
に
や
／
侍
ら
む
。
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〔
校
異
〕　
（
1
（
も
─
のも
イ

（
天
（、（
（
（
趣
─
聊
（
天
（

　
十
番

〔
和
歌
〕

　
　
　
　

左　

庭
上
落
花

19　

月
ぞ
と（

1
（

ふ
庭
の
松
風
心
せ
よ
我
為
に
こ
そ
花
も
お
し
ま
ね

　
　
　
　

右　

暮
春
惜
花

（0　

今
は
と
て
う
つ
ろ
ふ
花
の
木
隠
に
有
を（
「
み
る
だ
に
」
に
訂
正
か
（

○
だ
に
み
る
○
春
風
ぞ
ふ
く

〔
Ａ
系
統 

判
詞
〕　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

 

右
、
暮
春
の
残
花
に
対
し
て
、
有
を
み
る
だ
に
春
風
ぞ
ふ
く
、
／
さ
も
う
つ
く
し
げ
に
つ
ゞ
け
ら
れ
ぬ
る
物
哉
。
彼
秋
や
は
人
の
と
い
へ

る
本
／
歌
に
も
、
い
た
く
お
と
り
侍
ら
じ
と
み
給
ふ
る
は（

（
（

、
古
今
集
の
撰
者
に
／
対
し
て
空
お
そ
ろ
し
き
申
詞
に
も
や
侍
ら
ん
。
返
々
心

肝
に
ぞ
み
て
覚
／
侍
り
。
左
歌
も（

（
（

心
ふ
か
く
思
入
た
る
所
、
短
慮
の
及
べ
き
に
あ
ら
ず
／
と
い
へ
ど
も
、
此
右
の
歌
に
つ
が
へ
る
や
、
不

運
の
天
賦
に
て
も
侍
ら
ん
。
但
／
忠
岑
を
合
手
に
て
は
負
て
も
な
ど
か
思
ひ
出
な
ら
ざ
る
べ
き
。

〔
Ｂ
系
統 

判
詞
〕

　

あ
る
を
み
る
だ
に
春
風
ぞ
吹
ふ
く
、
尤
よ
ろ
し
く
／
き
こ
え
侍
り
。

〔
校
異
〕　
（
1
（
と
ふ
─
よ
ぶ
（
天
（、（
（
（
は
─
か
は
（
天
（、（
（
（
も
─
（
ナ
シ
：
永
甲
・
天
（
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十
一
番

〔
和
歌
〕

　
　
　
　

左　

初
秋
月

（1　

思
に
も
限
り
ぞ
知
ぬ
今
よ
り
の
秋
に
心
は
月
の
行
末

　
　
　
　

右　

月
前
草
花　

（（　

月
は
猶
あ
か
ぬ
物
哉
萩
に
露
尾
花
に
風
の
な
び
く
夕
ぐ
れ

〔
Ａ
系
統 

判
詞
〕

　

 

左
歌
、
と
ゞ
こ
ほ
る
所
な
く
い
ひ
く
だ
し
て
こ
と
も
な
く
、
返
々
こ
ひ
ね
／
が
ふ
べ
き
様
に
侍
り
。
右
の
草
花
、
あ
ま
り
に
事
好
み
た
る

さ
ま
／
に
て
心
み
だ
れ
侍
り
。
左
の
方
人
申
侍
べ
し
。

〔
Ｂ
系
統 

判
詞
〕 

　

 

左
、
お
も
ふ
に
も
限
ぞ
し
ら
ぬ
と
い
ひ
、
秋
に
心
は
月
の
ゆ
く
末
と
侍
る
、
／
詞
な
だ
ら
か
に
す
が
た
や
さ
し
く
て
、
か
ゝ
る
歌
に
は
い

か
な
る
秀
逸
の
／
出
あ
ひ
て
か
勝
劣
を
も
あ
ら
そ
ふ
べ
き
と
思
た
ま
ふ
る
に
、
月
は
な
を
／
あ
か
ぬ
物
か
な
と
い
ひ
い
で
ゝ
、
末
の
句
を

き
か
ぬ
さ
き
に
、
碧
海
青
天
／
よ
な
〳
〵
の
清
光
も
さ
る
事
よ
と
お
ぼ
ゆ
る
に
、
萩
の
露
・
お
花
の
風
、
／
取
つ
ど
へ
た
る
秋
の
花
の
容

色
、
き
く
に
み
る
お
も
影
う
か
び
て
／
よ
ろ
し
く
も
侍
る
か
な
。
殊
よ
き
持
に
て
侍
べ
し
。
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十
二
番

〔
和
歌
〕

　
　
　
　

左　

雨
後
月

（（　

雨
落
し
桐
の
ひ
ろ
は
の
露
の
上
に
心
も
を
か
ず
や
ど
る
月
か
な

　
　
　
　

右　

松
間
月

（（　

伏
見
山
松
よ
り
遠
の
川
風
に
浪
も
聞
え
て
月
ぞ
ふ
け
行

〔
Ａ
系
統 

判
詞
〕

　

桐
の
広
は
の
雨
の
後
、
松
のよ
り

を
ち
の
波
の
声
、
月
の
光
と
り
〴
〵
に
／
て
、
勝
劣
を
定
が
た
し
。

〔
Ｂ
系
統 

判
詞
〕

　

 

伏
見
山
松
よ
り
を
ち
の
河
風
は
、
月
を
な
が
め
く
は
へ
ず
と
も
／
聞
す
ぐ
し
が
た
き
風
流
に
て
侍
る
べ
き
に
、
河
瀬
の
ひ
ゞ
き
に
松
の
／

な
み
さ
へ
か
よ
ひ
て
、
ふ
け
た
る
月
、
尤
感
興
ふ
か
く
ぞ
侍
る
べ
き
。
／
雨
後
月
、
桐
の
ひ
ろ
葉
の
露
の
上
に
心
の
ま
ゝ
に
や
ど
り
と
ら

ん
影
、
／
こ
と
に
光
あ
る
や
う
に
は
侍
る
を
、
雨
お
ち
し
と
い
へ
る
五
文
字
、
先
逹
も
よ
み
／
た
る
詞
な
が
ら
、
し
ゐ
て
好
べ
き
詞
に
は

侍
ら
ぬ
に
や
。
此
五
文
字
は（

1
（

、
桐
葉
の
／
秋
の
心
も
こ
も
り
て
捨
が
た
く
は
侍
る
に
、
又
心
を
ゝ
く
心
も
お
か
ず
な
ど
侍
る
。
／
ふ
る
く

は
み
な
心
を
つ
け
た
る
か
た
に
よ
め
る
に
や
。
い
か
さ
ま
梧
の
葉
の
上
よ
り
は
／
松
よ
り
を
ち
の
影
は
、
と
を
し
ろ
く
優
美
に
や
侍
ら
む
。

〔
校
異
〕　
（
1
（
は
─
に
は
（
佐
（
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十
三
番

〔
和
歌
〕

　
　
　
　

左　

山
家
月　

（5　

何
ご
と
の
う
き
を
も
知い

は
ぬ

ぬ（
ａ
（山

に
て
も
月
見
る
秋
は
心
こ
そ
あ
れ

　
　
　
　

右　

月
前
竹
風

（6　

袖
の
露
や
も
ろ
く
は
な
ら
ん
く
れ
竹
の
葉
分
の
月
に
秋
風
ぞ
吹

〔
Ａ
系
統 

判
詞
〕

　

 

両
方
心
ふ
か
き
に
取
て
、
左
は
詞
を
い
た
は
ら
ず
た
ち
む
か
へ
る
様
に
い
ひ
／
あ
ら
は
し
、
右
は
詞
や
さ
し
かく

姿

艶

に

ら
ん
詞
云
さ
し
た
る
所
あ

り
。
誠
に
上
に
／
た
ゝ
ん
も
下
に
た
ゝ
む
も
、
か
た
は
ら
の
定
は
か
た
き
事
に
こ
そ
侍
れ
。

〔
Ｂ
系
統 

判
詞
〕

　

 

左
（
1
（

歌
、
心
こ
そ
あ
れ
と
い
へ
る
、
ふ
と
し
た
る
や
う
に
て
、
に
ほ
ひ
な
く
き
／
こ
ゆ
れ
ど
、
全
篇
心
あ
る
さ
ま
に
み
ゆ
。
／
右
歌
、
く
れ

竹
の
葉
分
の
月
に
秋
の
風
を
き
く
時
、
袖
の
露
／
先
も
ろ
か
る
べ
き
事
こ
と
は
り
か
な
ひ
て
、
か
の
竹
風
鳴
葉
月
明
前
と
い
へ
る
古
詩
の

心
も
思
出
ら
れ
侍
れ
ど
、
な
に
事
の
う
き
を
も
／
い
は
ぬ
山
に
て
も
な
ど
い
へ
る
上
句
、
左
は
猶
位
た
か
く
き
こ
ゆ
る
／
に
や
。
仍
以
為

勝
。

〔
校
異
〕　
（
1
（
左
歌
─
左
の
歌
（
佐
（

〔
補
注
〕　

底
本
の
虫
損
箇
所
は
下
記
に
よ
り
校
訂
し
た
。（
ａ
（
知い

は
ぬぬ

─
バ
・
永
甲
・
天
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十
四
番

〔
和
歌
〕

　
　
　
　

左　

野
径
月

（7　

里
と
を
く
野
は
成
に
け
り
長
夜
の
月
の
行
ゑ
を
問
と
せ
し
ま
に

　
　
　
　

右　

沢
辺
月

（8　

住澄
カ

影
も
深
江
に
こ
そ
よ
る
の
月
み
草
隠
れ
の
秋
の
さ
は
水

〔
Ａ
系
統 

判
詞
〕

　

 

水
草
が
く
れ
の
秋
の
沢
水
、
思
ひ
入
た
る
心
あ
さ
か
ら
ず
を
か
し
く
侍
る
を
、
／
遊
子
猶
行
ら
ん
遠（

1
（

野
原
の
秋
の
月
、
あ
は
れ
捨
が
た
き
。

世
に
知
ぬ
／
心
地
こ
そ
す
れ（

（
（

と
侍
る
、
源
氏
物
語
の
歌
ざ
ま
も
空
に
通
ひ
て
此
月
の
／
行
ゑ
殊
に
や
さ
し
く
見
所
お
ほ
く
こ
そ
侍
ら
め
。

〔
Ｂ
系
統 

判
詞
〕

　

左
、
駆
月
下
美
景
、
要
遊
洛
陽
之
外
。
／
右
、
感
沢
畔
清
光
、
似
思
楚
水
之
辺
。
／
前
後
共
難
棄
、
勝
負
又
難
决
者
乎
。

〔
校
異
〕　

遠
野
原
の
秋
の
月
─
遠
野
原
の
月
（
永
甲
（・
遠
野
原
の
（
天
（、（
（
（
す
れ
─
（
ナ
シ
：
天
（

　
十
五
番

〔
和
歌
〕

　
　
　
　

左　

月
前
聞
雁

（9　

契
あ
れ
や
必
秋
の
夜
を
か
さ
ね
月
だ
に
す
め
ば
鴈
も
な
く
也

　
　
　
　

右　

海
上
月
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（0　

秋
深
く
鳴
と
の
海
の
は
や
塩
に
落
行
月
の
よ
ど
む
瀬
も
が
な

〔
Ａ
系
統 
判
詞
〕

　

 

左
右
、
長
高
姿
き
よ
ら
に
て
、
い
づ
れ
と（

1
（

も
短
才
の
商
量
分
別
／
し
が
た
く
侍
れ
ど
も
、
猶
左
は
め
づ
ら
し
き
方
や
と
て
勝
と
す
。

〔
Ｂ
系
統 

判
詞
〕

　

 

秋
ふ
か
く
な
る
と
の
う
み
の
は
や
し
ほ
、
ま
こ
と
に
と
ゞ
こ
ほ
り
な
く
上
下
／
や
す
ら
か
に
い
ひ
な
が
さ
れ
て
、
暮
秋
の
影
を
月
に
お
し

む
か
た
も
／
や
さ
し
く
侍
れ
ど
、
月
だ
に
す
め
ば
鴈
も
な
く
な
り
と
い
へ
る
、
お
ぼ
ろ
げ
の
／
人
の
よ
み
い
づ
ま
じ
き
や
う
に
覚
侍
る
は

い
か
ゞ
。
さ
れ
ば
、
左
猶
め
づ
ら
し
き
／
さ
ま
に
侍
れ
ば
、
勝
と
申
べ
し
。

〔
校
異
〕　
（
1
（
と
も
─
も
（
天
（

〔
補
注
〕　

右
「
海
上
月
」
題
は
、『
仙
洞
句
題
五
十
首
』
で
は
「
浦
辺
月
」。

　
十
六
番

〔
和
歌
〕

　
　
　
　

左　

月
照
瀧
水

（1　

あ
か
な
く
に
何
を
か
月
の
く
ま
の
河
清
き
を
み
が
く
瀧
の
白
玉

　
　
　
　

右　

杜
間
月

（（　

夕
露
の
森
の
し
め
縄
く
る
し
く
も
思
木
の
間
の
月
に
か
ゝ
れ
る

〔
Ａ
系
統 

判
詞
〕

　

 

左
右
の
月
、瀧
の
白
玉
は
殊
に
金
玉
の
ひ
か
り
あ
ざ
や
か
な
る
に
つ
き
て
、／
森
の
し
め
縄
いす

こ

し

さ
ゝ
さ
く
ま
あ
る
心
ち
し（

1
（

て
侍
り
。
い
か
ゞ
。
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〔
Ｂ
系
統 

判
詞
〕

　

 
熊
野
河
の
瀧
の
し
ら
玉
、
き
ず
な
く
き
よ
げ
に
侍
る
に
、
杜
の
／
注
連
縄
く
る
し
く
も
と
い
ひ
、
お
も
ふ
木
の
間
な
ど
侍
る
、
い
ひ
／
し

り
て
、
左
の
瀧
の
し
ら
な
み
も
、
こ
の
し
め
を
ば
こ
え
が
た
く
／
み
え
侍
れ
ば
、
尤
よ
き
持
と
や
申
べ
か
ら
ん
。

〔
校
異
〕　
（
1
（
し
て
─
し
（
天
（

　
十
七
番

〔
和
歌
〕

　
　
　
　

左　

月
前
秋
風

（（　

雲
霧
も
及
ば
ぬ
月
の
う
へ
ま
で
は
た
れ
を
い
さ
め
て
秋
か
ぜ
の
吹

　
　
　
　

右　

江
上
月

（（　

あ
は
れ
也
よ
る
鳴
鶴
の
声
一
す
め
る
ふ
る
江
の
水
の
月
か
げ

〔
Ａ
系
統 

判
詞
〕

　

 

左
は
余
情
た
ぐ
ひ
な
く
、
右
は
有

（
1

道
イ（心

体
を
存
せ
り
。
た
と
ひ
楊
雄
／
が
論
つ
く
り
て
も
、
此
優
劣
に
い
た
り
て
は
定
め
ず
や
侍
ら
ん
。

〔
Ｂ
系
統 

判
詞
〕

　

 

左
歌
、
た
れ
を
い
さ
め
て
秋
風
の
ふ
く
と
い
へ
る
、
こ
と
〴
〵
し
く
／
き
こ
ゆ
る
に
、
雲
霧
も
を
よ
ば
ぬ
月
の
う
へ
ま
で
は
と
あ
る
／
上

句
、
か
ぎ
り
な
く
た
け
た
か
く
も
の
〳
〵
し
く
侍
れ
ば
、
首
尾
相
待
／
の
歌
と
ぞ
申
べ
き
。
／
右
歌
、
よ
る
な
く
鶴
の
こ
ゑ
、
ふ
る
江
の

月
に
す
み
け
ん
秋
の
／
夜
の
あ
は
れ
、
た
ぐ
ひ
な
く
す
が
た
さ
び
て
、
鶴
の
半
夜
を
し
る
／
心
も
子
を
思
て
籠
中
に
な
く
と
い
へ
る
も
、

よ
る
の
鶴
に
て
／
侍
れ
ば
、
詞
の
外
に
心
あ
ま
り
て
、
右
も
お
と
ら
ず
左
も
ま
く
ま
じ
く
／
は
べ
れ
ば
、
こ
れ
も
持
に
て
侍
り
な
む
。
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〔
校
異
〕　
（
1
（
有道
イ

─
有
（
天
（

十
八
番

〔
和
歌
〕

　
　
　
　

左　

月
前
虫

（5　

露
の
間
と
み
る
も
は
か
な
し
鳴
虫
の
命
の
末
の
よ
も
ぎ
ふ
の
月　

　
　
　
　

右　

月
前
聞
鹿

（6　

月
に
こ
そ
涙
の
こ
さ
ね
鳴
鹿
の
ひ
と
り
あ
る
暮
は
忍
び
て
も
見
つ

〔
Ａ
系
統 

判
詞
〕

　

 

左
は
よ
の
つ
ね
の
事
な
が
ら
、
命
の
末
の
蓬
生
の
月
な
ど
例
／
の
及
べ
き
様
に
も
侍
ら
ぬ
を
、
右
独
あ
る
暮
を
忍
び
過
し
て
月
／
の
前
に

た
へ
ざ
ら
ん
鳴
鹿
の
涙
の
程
も
、
聞
人
の
心
の
中
も
さ
／
ぞ
と
を
し
は
か
ら
れ
て
、
興
感
ふ
か
く
こ（

1
（

そ
覚
侍
れ
。

〔
Ｂ
系
統 

判
詞
〕

　

 

虫
の
命
、
鹿
の
な
く
ね
、
秋
を
感
じ
て
月
に
対
せ
む
に
、
／
い
か
な
る
涙
か
つ
れ
な
か
ら
ん
、
と
り
〴
〵
に
あ
は
れ
あ
さ
か
ら
ず
／
侍
る

に
と
り
て
、
よ
も
ぎ
ふ
の
月
は
え
も
い
は
ず
妖
艶
の
体
有
て
、
／
さ
し
む
か
へ
る
詞
の
ほ
か
に
こ
も
る
心
は
な
き
に
や
。
ひ
と
り
／
あ
る

暮
の
涙
は
、
千
万
行
の
愁
を
も
な
が
く
そ
へ
ぬ
べ
く
、
余
／
情
も
ふ
か
き
や
う
に
み
え
侍
れ
ば
、
右
ま
さ
る
べ
く
や
。

〔
校
異
〕　
（
1
（
こ
そ
覚
侍
れ
─
こ
そ
○覚
え
イ

侍
れ
。（
天
（
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十
九
番

〔
和
歌
〕

　
　
　
　

左　

旅
泊
月

（7　

浪
か
ぜ
も
今
朝
の
舟
出
に
さ
は
ら
ず
は
か
ゝ
る
所
の
月
を
み
ま
し
や

　
　
　
　

右　

月
前
草
露

（8　

消
さ
ら
ば
花
に
も
契
れ
朝
顔
の
青
葉
に（

1
（

を
も
き
露
の
月
か
げ

〔
Ａ
系
統 

判
詞
〕

　

 

左
、
旅
泊
の
心
め
づ
ら
し
く
と
り
な
さ
れ
侍
る
。
う
き
も
嬉
敷
と
云
心
は
／
か
ゝ
る
所
の
事
に
や
。
又
な
く
あ
は
れ
な
る
物
と
い
ひ
け
ん

す
ま
の
ね
／
覚
も
思
ひ
よ
そ
へ
ら
れ
ぬ
る
詞
つ
ゞ
き
、
不
可
思
議
の
秀
句
に
こ
そ
侍
け
れ
。
／
右
、
消
さ
ら
ば
花
に
も
ち
ぎ
れ
な
ど
い
へ

る
わ
た
り
、
心
も
詞
も
艶
に
侍
る
を
、
／
青
葉
に
を（

（
（

も
き
露
の
月
影
ぞ
、
当
世
の
歌
よ
み
の
口
つ
き
に
て
お
も
／
白
さ
過
て
、
庶
幾
せ
ず

も
侍
ら
ん
。
か
ゝ
る
所
の
月
、
返
々
と
り
み
ま
ほ
し
く
こ
／
の
も
し
く
こ
そ
、
愚
意
に
は
存
じ
思
ひ
給
ふ
れ
。

〔
Ｂ
系
統 

判
詞
〕

　

 

槿
花
葉
上
之
露
、
雖
為
眼
前
之
体
、
不
待
日
／
影
而
凋
尽
之
外
、
此
風
情
始
触
耳
、
尤
有
珍
気
。
／
前
一
首
、
依
逆
浪
疾
風
之
障
、
不
慮

瞻
秋
水
之
／
美
色
、
自
然
勝
境
吟
中
有
滋
味
、
以
左
為
勝
。

〔
校
異
〕　
（
1
（
に
を
も
き
─
にも
イ

を
も
るき
イ

（
天
（、（
（
（
を
も
き
─
を
も
る
（
天
（
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二
十
番

〔
和
歌
〕

　
　
　
　

左　

菊
籬
月

（9　

白
菊
の
籬
の
月
の
霜
を
ゝ
き
て
い
か
な
る
色
に
心
う
つ
ら（

1
（

む

　
　
　
　

右　

暮
秋
月
本
無
題

（0　

別
て
もは

又
も
こ
ん
世
の
秋
の
月
の
こ
る
ね
覚
ぞ
猶
た
の
ま
れ
ぬ

〔
Ａ
系
統 

判
詞
〕

　

 

右
は
、
無
常
の
観
心
な
ど
興
ふ
か
げ
に
聞
え
侍
れ
ば
、
文
字
言
／
句
を
わ
づ
ら
は
す
に
及
ば
ず
と
も
、
末
の
句
な
ど
己
達
の
様
に
聞
え
／

侍
り
。
左
、
世
の
つ
ね
の
歌
ざ
ま
に
と
り
て
や
す
ら
か
に
う
つ
く
し
く
て
、
／
こ
ん
世
の
秋
の
月
よ
り
も
、
先
う
つ
ろ
ふ
心
の
ふ
か
き
は

是
も
（
ａ
（

無
／
慚
愧
の
一
に
こ
そ
侍
ら
め
。

〔
Ｂ
系
統 

判
詞
〕

　

 

し
ら
菊
の
籬
に
う
つ
ろ
ふ
月
の
霜
に
ゝ
ほ
ふ
を
み
て
、
こ
ゝ
に
／
の
み
と
ゞ
め
は
て
た
る
心
の
色
も
や
さ
し
く
み
え
侍
る
に
、
／
わ
か
れ

て
は
又
も
こ
む
世
の
秋
の
月
と
い
へ
る
、
千
々
の
あ
は
れ
／
こ
も
り
て
残
る
ね
ざ
め
の
枕
の
う
へ
も
を
し
は
か
ら
る
ゝ
心
ち
し
／
侍
り
。

左
右
し
ば
ら
く
吟
じ
あ
は
す
れ
ば
、
暮
秋
の
暁
に
は
／
猶
心
す
む
に
や
。

〔
校
異
〕　
（
1
（
う
つ
ら
む
─
う
つ
さ
む
（
学
（

　
〔
補
注
1
〕
右
「
暮
秋
月
」
題
は
、『
仙
洞
句
題
五
十
首
』
で
は
「
暮
秋
暁
月
」。

　
〔
補
注
（
〕
底
本
の
虫
損
箇
所
は
下
記
に
よ
り
校
訂
し
た
。（
ａ
（
も
─
バ
・
永
甲
・
天
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二
十
一
番

〔
和
歌
〕

　
　
　
　

左　

寄
雲
恋

（1　

う
は
の
空
に
思
ひ
立
し
は
契
に
も
あ
ら
ぬ
身（

1
（

な
が
ら
ま
よ
ふ
う
き
雲

　
　
　
　

右　

寄
風
恋

（（　

思
ひ
い
ら
ば
便
成
べ
き
山
風
を
は
げ
し
と
の
み
も
な
げ
き
つ
る
哉

〔
Ａ
系
統 

判
詞
〕

　

左
右
の
雲
風
、
視
聴
の
及
所
、
さ
し
て
勝
負
も
侍
ら
ぬ
に
や
。

〔
Ｂ
系
統 

判
詞
〕

　

 

左（
（
（

歌
、
あ
ら
ぬ
身
な
が
ら
と
い
へ
る
第
四
の
句
、
い
ひ
か
な
へ
て
も
き
こ
え
ず
や
。
／
右
、
思
い
ら
ば
た
よ
り
な
る
べ
き
山
風
を
は
げ
し

と
の
み
な
げ
く
と
／
い
へ
る
は
、
す
み
つ
か
ぬ
山
居
な
ど
に
な
れ
ぬ
山
風
を
聞
わ
び
／
た
る
に
て
は（

（
（

な
ど
か
な
か
ら
ん
、
山
家
の
心
は
た

し
か
に
恋
の
心
は
か
す
か
に
／
侍
り
。
俊
頼
朝
臣
の
、
人
を
初
瀬
の
山
お
ろ
し
に
て
思
ひ
よ
そ
ふ
れ
ば
、
／
こ
の
は
げ
し
さ
も
人
の
け
し

き
の
は
げ
し
き
に
て
侍
る
べ
き
に
こ
そ
。
さ
れ
ど
、
／
左
右
た
が
ひ
に
お
も
ふ
所
あ
れ
ば
、
お
な
じ
程
に
や
。

〔
校
異
〕　
（
1
（
身
─
身き
イ

（
天
（、（
（
（
左
歌
─
左
の
歌
（
佐
（、（
（
（
は
─
も
（
佐
（



『道堅法師自歌合』本文と校異97

二
十
二
番

〔
和
歌
〕

　
　
　
　

左　

寄
雨
恋

（（　

浅
ま
し
や
く
も
る
計
の
心
を
も
は
ら
は
ん
袖
の
か
ゝ
る
む
ら
さ
め

　
　
　
　

右　

寄
草
恋

（（　

知（
1
（

め
や
は
思
あ
た
り
の
草
に
こ
そ
き
え
ん
露
と
は
身
を
歎
く
と

（
ａ
（

も　

〔
Ａ
系
統 

判
詞
〕

　

此
番
、
右
は
（
ｂ
（

常
に
見
馴
ぬ
る
心
詞
に
も
侍
ら
ん
。
左
は
猶
心
有
様
に
や
と
て
／
勝
と
す
。

〔
Ｂ
系
統 

判
詞
〕

　

 

く
も
る
ば
か
り
の
心
を
も
は
ら
は
む
袖
は
、
な
を
ざ
り
の
は
山
し
げ
山
／
わ
く
べ
き
恋
路
に
は
侍
ら
ぬ
に
や
。
至
道
無
難
な
ど
弁
せ
ん
眼

／
よ
り
ぞ
、
ま
こ
と
に
か
く
ま
で
は
思
よ
ら
れ
侍
け
む
。
お
も
ふ
あ
た
り
の
／
草
の
露
も
、
か
の
み
せ
ば
や
袖
に
と
侍
る
お
も
影
う
か
み

／
な
が
ら
、
下
の
句
な
を
色
香
あ
る
さ
ま
に
き
こ
ゆ
る
に
や
。
さ
れ
ど
／
草
葉
に
き
え
や
す
か
る
べ
き
露
よ
り
は
、
袖
に
は
ら
ひ
／
が
た

き
雨
は
ぬ
れ
ま
さ
る
べ
く
や
。

〔
校
異
〕　
（
1
（
知
め
や
は
─
し
ら
れ
め
や
（
学
（

〔
補
注
〕　

底
本
の
虫
損
箇
所
は
下
記
に
よ
り
校
訂
し
た
。（
ａ
（
と
も
─
バ
・
永
甲
・
天
、（
ｂ
（
は
─
バ
・
永
甲
・
天
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二
十
三
番

〔
和
歌
〕

　
　
　
　

左　

寄
木
恋

（5　

も
ら
し
て
も
色
な
か
る
べ
き
こ
と
の
は
や
花
さ
か
ぬ
木
の
陰
に
く
ら
さ
ん

　
　
　
　

右　

寄
鳥
恋

（6　

我
音
を
も
鳴
ず
は
つ
ゐ
に
庭
鳥
の
こ
は
時
し
ら
ぬ
物
や
お
も
は
ん

〔
Ａ
系
統 

判
詞
〕

　

右
、
短
慮
す
こ
し
思
ひ
分わき
侍
ら
ぬ
所
あ
る
に
似
た
り
。
先
左
を
勝
／
と
申
べ
し
。

〔
Ｂ
系
統 

判
詞
〕

　

 

左
は
上
の
句
、
右
は
下
の
句
こ
と
に
よ
ろ
し
。
／
し
ひ
て
、
い
づ
れ
を
か
み
に
た
て
い
づ
れ
を
／
し
も
に
た
て
ん
と
も
、
わ
き
が
た
く
こ

そ
侍
れ
。

　
二
十
四
番

〔
和
歌
〕

　
　
　
　

左　

寄
風
（
1

嵐
イ（恋

（7　

浅
か
ら
ず
契
し
暮
の
松
を
だ
に
と
は
ず
は
あ
ら
し
い
か
ゞ
吹
ら
む

　
　
　
　

右　

寄
船
恋

（8　

契
り
こ
そ
遠
津
海
原
行
舟
の
ほ
の
か
也
し
も
あ
か
ぬ
余
残
よ
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〔
Ａ
系
統 

判
詞
〕

　

 
左
右
い
づ
れ
も
抜
群
の
秀
逸
、
と
り
〴
〵
の
す
が
た
詞
に
侍
る
を
、
右
歌
／
結ム
ス
ビ

句
ぞ
、
此
歌
に
と
り
て
、
今
す
こ
し
よ
は
く
聞
え
侍
れ
共
、

事
が
ら
／
ゆ
へ
〳
〵
敷
み
え
侍
り
。
猶
持
に
て
も
侍（

（
（

れ
か
し
。

〔
Ｂ
系
統 

判
詞
〕

　

一
夕
対
松
風
、
恨
不
成
之
約
、
多
年
望
／
桑
海
、
慕
無
頼
之
人
、
両
首
難
有
甚
／
思
之
体
、
孤
舟
殊
具
余
情
之
徳
者
也
。

〔
校
異
〕　
（
1
（
寄
風嵐
イ

恋
─
寄
嵐
恋
（
永
甲
・
天
（、（
（
（
侍
れ
か
し
─
侍
べれ
か
しし
（
天
（

〔
補
注
〕　

左
「
寄
風嵐
イ

恋
」
題
は
、『
仙
洞
句
題
五
十
首
』
で
は
「
寄
嵐
恋
」。

　
二
十
五
番

〔
和
歌
〕

　
　
　
　

左　

寄
琴
恋

（9　

思
へ
君
な
げ
き
こく

とは

は
る
こ
と
は
り
も
た
ゞ
わ
び
人
の
宿
に
こ
そ
あ
れ

　
　
　
　

右　

寄
衣
恋

50　

い
と
は
る
ゝ
身
は
い
と
ひ
て
も
墨
染
の
衣
の
糸
の
乱
て
ぞ
お
も
ふ

〔
Ａ
系
統 

判
詞
〕

　

 

な
げ
き
く
は
ゝ

（
1
り（る

衣
の
糸
の
乱
れ
、
い
づ
れ
も
歌
が
ら
上
科
／
に
は
侍
ら
ず
。
よ
き
程
の
持
と
す
。

〔
Ｂ
系
統 

判
詞
〕

　

 

左
は
良
峯
宗
貞
が
旧
風
を
し
た
ひ
、
／
右
は
大
弐
重
家
が
往
事
を
ま
な
ぶ
に
／
似
た
り
。
二
首
の
得
失
を
論
ず
る
に
、
／
貧
家
の
琴
曲
は
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他
に
ゆ
づ
り
て
み
づ
か
ら
の
／
心
を
の
ぶ
。
禅
室
の
衲
衣
は
、
自
を
専
と
し
て
他
事
を
な
げ
う
つ
。
か
の
鶏
足
家
／
伝
の
宗
風
、
か
れ
こ

れ
右
を
勝
と
い
ふ
べ
き
に
や
。

〔
校
異
〕　
（
1
（
く
は
ゝ
るり

─
く
は
ゝ
る
（
永
甲
・
天
（

　〔
Ａ
系
統  

跋
文
〕

　

 

抑
、
此
一
帖
は
道
堅
禅
師
独
吟
の
五
十
首
○を

左
右
に
わ
か
ち
て
、
拙
者（

1
（

に
／
証
議
つ
か
う
ま
つ
る
べ
き
由
命
せ
ら
れ
侍
し
。
お
ほ
よ
そ
、

一
身
の
○所

詠
／
を
も
ち
て
両
方
の
番
を
定
し
む
る
事
は
、
昔
も
今
も
さ
だ
め
て
そ
の
／
跡
侍
る
に
や
。
さ
れ
ど
、
打
覚
ゆ
る
に
は
御
裳
濯

河
の
歌
合
と
て
五
条
三
／
品
の
判
者
た
る
を
始
と
し
て
、
同
く
宮
河
の
波
立
つ
ゞ
き
・
中
河
の
／
水
茎
の（

（
（

跡
を
の
こ
せ
る
は（

（
（

、
世
の
も
て

あ
そ
び
と
な
れ
り
け
る
。
是
／
皆
円
位
上
人
の
厭

（
（

欣
浄
の
ほ
か
ら
か
な
る
（

苦
に
て
誠
胸
中
よ
り
み
が
き
出
せ
る
玉
の
光
に
て
、
／
誠
に
無
價
の
宝
に
侍
べ
し
。
今
、

彼
堅
師
は
俗
を
は
な
る
ゝ
事
、
す
で
に
九
か
へ
り
。
見
性
を
三
昧
と
し
て
、
ひ
と
へ
に
か
た
岡
山
の
聖
の
跡
を
尋
／
ぬ
と
い
へ
ど
も
、
猶

難
波
津
の
賢

か
し
こ
き

道
を
忘
れ
ず
し
て
、
柿
本
山
辺
／
の
余
情
も
樹
下
石
上
の
禅
定
も
、
誠
に
今
の
世
の
西
上
人
な
る
べ
し
。
／
其
詠
歌
に
を

き
て
ま
さ
し
き
判
者
を
思
に
、
よ
に
か
た
か
る
べ
き
／
事
に
や
。
い
は
ゆ
る
累
代
碩
学
の
家
に
よ
ぎ
り
、
当
時
英
才
の
輩
に
求
め
ん
は
、

猶
其
か
み
の
家
を
忘
れ
ず
、
道
を
も
お
も
へ
る
に
似
た
る
べ
し
。
／
た
ゞ
久
敷
を
の
れ
を
知
る
契
り
計
に
、
一
は
し
を
し
る
し
つ
け
ん
は
、

／
何
計（

5
（

の
そ
し
り
か
は
と
て
、
し
ゐ
て
至
愚
の
所
に
い
た
れ
る
も
、
毘
盧
／
の
心
土
は
凡
下
の
一
念
を
越
ざ
る
こ
と
は
り
に
も
か
な
ふ
に

や
侍
ら
ん
。
／
中
〳
〵
い
な
ひ
申
さ
ん
は
、
身
の
程
を
は
か
り
し
り
、
そ
の
う
へ
は
物
の
か
た
は
し
／
に
も
た（

6
（

ぐ
へ
る
に
似
た
り
。
又
は
、

な
べ
て
の
歌
合
と
て
人
我
の
執
情
を
／
あ
ら
そ
ひ
、
か
れ
此
の
雌
雄
を
論
ぜ
ば
こ
そ
あ
ら
め
。
忽
然
念
起
／
の
一
句
を
述
侍
ら
ん
は
、
そ

し
る
と
○て

も
い
か
る
べ
か
ら
ず
。
ほ
む
る
と
○て

も
／
悦
べ
か
ら
ず
。
只
一
枝
微
笑
の
縁（

7
（

に
擬
し
て
、
一
筆
褒
貶
の
／
詞
を
加く

は
ふ

る
の
み
也
。

時
に
明
応
六
の
年
し
は
す
の
は
じ
め
の
八
日
。
こ
れ
を
し
る
す
／
。
正
六
位
上
凡
河
内
俊
恒　
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〔
校
異
〕　
（
1
（
者
─
夫
（
天
（、（
（
（
の
─
（
ナ
シ
：
永
甲
・
天
（、　
（
（
（
は
─
そ
（
永
甲
・
天
（、（
（
（
に
て
─
に
て
（
永
甲
（、

（
5
（
計
─
事
（
天
（、（
6
（
た
ぐ
へ
る
─
たた
と
へ
イ

ぐ
へ
る
（
天
（、（
7
（
縁
─
儀縁
イ

（
天
（

　〔
Ｂ
系
統 

巻
末
贈
答
歌
〕

　

こ
と
の
葉
に
き
ゝ
て
も
ふ
か
き
こ
ゝ
ろ
か
な
君
が
心
や
言
の
葉
の
道

　
　
　

返
し

　

言
の
葉
に
こ
と
の
葉
そ
へ
て
こ
ゝ
ろ
あ
る
こ
ゝ
ろ
を
み
ち
の
た
か
き
に
ぞ
見
る

　

か
ぎ
り
な
く
お
も
ふ
な
さ
け
も
あ
さ
か
ら
ぬ
こ
ゝ
ろ
を
君
に
つ
く
し
て
ぞ
見
る

 

（
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学
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